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水稲品種「ひとめぼれ」の浸種積算温度．催芽時間と苗生育
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1　は　じ　め　に

平成3年に宮城県の水稲奨励晶秤に採用された「ひとめぼ

れ」は，これまでの本県の奨励品種に比べて山井及び宵前略

における初期生育がかなり選れることが見られた。出芽等の

遅れは．育苗器及び緑化器等酉菌施設の効率的利用に支障

をきたすことになる。そこで，山井及び初期牛背を促進させ

る資を得るため「ひとめぼれ」の浸稀積算温度．、瞳びに催芽

時期と苗の生命こついて検討したので報告する。

2　試　験　方　法

試験1，晶稀別発芽試験

（D試験年次：1991年4月

②供試種子二1990咋　宮城最古▲川農業試験場席

③浸樺条件：10℃，10日間

④催芽条件：32℃（鳩胸催芽機），24時間

⑤供試品種：ひとめぼれ，ササニシキ，ササミノリ，チヨホナ

ミ，サトホナミ，トヨニシキ

試験Ⅱ．浸挿及び催芽積算温度と齢／1三台

（訊試験年次：1991年4月

②供試種子：1990年　宮城県農業センター席

③浸躍条件：コンクリート水槽使1日。10℃。流水．水Ilげ

ンプによる樅押条件卜

④浸棒積算温度：80．100．120，日0℃

⑤催芽温度：30℃（蒸気出芽器利川）

⑥催芽時間：12．24，36時間

（診出芽温度：30℃（出芽台車利用）

⑧出芽時間：48時間

⑨播種は：乾籾100g／箱

⑩背苗床l∴人工培L（くみあい柁伏増上）

⑪背商法：ハウス再繭

⑫比較品種：ササニシキ

3　試験結果及び考察

試験1

図1に，宮城県の慣行再1第法に従って混挿，催ガした場

合の本県のlミな水稲奨励占ム秤の品挿別発芽状況を示した。
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供試㍊稀の中では「ひとめぼれ」は最も芽の伸びが遅く．変

動係数も人きく，芽長の揃いも悪かった。試験Ⅰから「ひと

めぼれ」はこれまでの奨励比和とは異なった浸種，碓井の条

件が必安と考えられたので．出穂期及び豊熟環境が同　であっ

た「ササニシキ」と比較し検討した。
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ひとめぼれ　　ササミノリ　　サトホナ

ササニシキ　　　チヨホナミ トヨニシキ

図1．歳種別発芽状況
（浸挿積算温度100℃、32℃2朋引用催芽）

試験Ⅱ

表lには，浸挿積算温度及び催芽時間と発芽率の関係を

′Jミした。「ササニシキ」は00Oc以卜の浸搾積算温度では各催

芽時間における発芽柑庇に人差なかったが，「ひとめぼれ」は．

浸挿積算温度80℃では各僻好時間とも発芽率が劣り，浸椎

積算温度100℃を超えると同程度の発井率となった。l柑晶種

とも催芽時l町を長くするはど発芽率が1二昇し，36時間でほと

んどの籾が発芽したが．健脚一寺間が12時札24時間の場合，

「ひとめぼれ」の発射拘ま．いずれも「ササニシキ」より劣っ

ていた。また．36時間催芽した揚合，「ササニシキ」では川井

した籾は播種に適さない程度まで芽が伸びたが．「ひとめぼれ」

は鳩胸状態の籾が多く観察された。

表2には，翻Tf抑こ憤り播種し，加鮎川芽後の芽の長さを

示した。浸梓との関係では．両八子．秤とも浸挿椛節温度が増す

ほど変動係数が漸減し，芽長が揃う傾向がみられた。「ひと

めぼれ」は，浸樺精算混使80℃では芽長が短く．その変動も

人きかった。また．「ササニシキ」との比較では各浸挿積算温

度とも井長が如く，その変動も大きかった。

催芽時糊との関係では，碓∬時間を良くするとl帰卜樺とも

牙長が長くなり，変動係数が低トーする傾向が見られ，この傾
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表1　浸挿積算温度及び催牙相聞と発芽率

鳥　 椰　 名
精 算二れ腰

（℃I

催 芽 時 日り （臼

】革＿「 ，＿‖▲里

発 芽 ヰミ 発 芽 ヰミ

（％） （％）

ひ と め ほ れ

‾‾‾諒 ‾ 13 ．0　　 4 2 ．0

10 0 2 0 ．0　　　 6 0 ．0

12 0 18 ．5　　 5 6 ．0

14 0 18 ．0　　　 5 7 ．3

サ サ ニ シ キ

8 0 2 2 ．5　　　 7 7 ．5

10 0 2 3 ．0　　 7 8 ．0

12 0 2 3 ．3　　 7 6 ．0

14 0 2 3 ．0　　 7 6 ．3

表2　浸種積算温度及び催芽時間と芽良
（30℃．48時聞加混山井後）

晶 輔　 名

車重 催

軍
配
皮

l℃）

12

芽 変 助
長 係 数
仙 （％）

ひ とめ ぼれ

80 4 ．7　 4 7

10 0 4 ．5　 4 7

12 0 6 ．3　 4 0

14 0 6 ．5　 3 8

ササ ニ シキ

8 0 9 ．0　＿　3 1

10 0 8 ．8　 2 8

1 20 9 ．3　 2 7

14 0 10 ，3　 2 1

芽時IrH（時日り）
24

芽　変動
長　係数
hd　（％）

8．4　34

9．2　26

9．9　23

9．4　23

12．7　18

13．3　】7

12．7　13

13，3　13

36

芽　変動
長　係数
血）l㈲
13．4　21

13．9　17

13．7　17

13．7　14

17．116

17．116

17．2　13

18．112

向は「ひとめぼれ」で朗農であった。「ひとめぼれj　は，12

時間催芽しただけではガ長が短く，柚めて不揃いであったが，

催芽時】が長くなるにつれて芽が仲良し，芽長の揃いも向1二

して，36時間椎茸で，「ササニシキj　の2細川日産芽と川和度

になった。
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積算温度（Oc）8080　80100100100120120120140140140
催芽時間（hr）1224　36122436122436122436

回ひとめぼれ　　団ササニシキ

図3　2葉期葉齢

図2，図3には2葉期の草丈，茎数をそれぞれ示した。

「ひとめぼれ」の出芽時の遅れは，その後．lYl生育の遅れとし

て観察されたが，温度処理がIiil・な「ササニシキ」との生育

差は徐々に縮小し，2葉期には侍かなものになった。

4　ま　と　め

「‾ひとめぼれ」は，「ササニシキ」等，宮城県の既存の奨励

品種に比べて発芽，出芽が遅く不揃いである。しかし，浸種

積算温度を増し，催芽時間を良くすることで発芽率が向LL，

茸の仲良が促進された。この結果「ひとめぼれ」が．「ササニ

シキ」に近い発芽率及び出芽程度を得るためには．浸種積算

温度，催芽時聞ともに慣行より多く必要とする知見を得た。

出芽器の利川時間を慣行花とすれば，概ねの浸樺積算温度

及び催芽時紬ま「ササニシキ」の2割増が必要と推察される。
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